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医療連携室より

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

ᶆᶒᶒᶎᶑᵘᵍ
ᵍ
ᶕ

ᶕ
ᶕ

.ᶑᶆᶇᶋ
o
ᶐᶃ

ᶆᵿ.ᶈᶎ

vol.26
2020.1
Winter

下関リハビリテーション病院

ע ؏ に 寄 り ช い 、 ע ؏ と σ に
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医療連携室より
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不安を安心へ、

ǵポーȈしていきます。

事ѦでのǵポーȈを

頑張ります。

ɠݗな対応と気配りを

心がけます。
みんなでᇰ᫊あƾれる

毎日にᲛ

気᠉に声をかけて下さい。

ᇰ᫊で頑張ります。

上段向かって左から →

下段向かって左から →

医療ソーシャルワーカー 主任
上野 純子

医療ソーシャルワーカー
竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー
重住 千聖

医療ソーシャルワーカー
恩塚 智光

医療ソーシャルワーカー
坪井 美桜

医療ソーシャルワーカー
北村 恭平

医療ソーシャルワーカー 副主任
島崎 昇平

ऴ༏・ݎ容・௩᠂

ᇰ᫊で仕事を頑張ります。

皆様と関わる時間を

大切にする。
ɢ一ᆰ

˴でも

Ⴛᛩして下さい。

今年もよǖしく

おᫍいᐲします。

気持ちに寄りชった対応をします。

今年もࣂኰʼ頂いたध者さん

の所にごਮਠに˨います。ܯ

しくおᫍいᐲします

ᇰ᫊とᛗ心ᛗ意で

応対します。

表紙の写真　　 赤間神宮にお参りに行きました。ちょうど絵馬が飾られた日だったので撮影しました。絵馬の大きさに感動しました。
22　院長 新年あいさつ

32　認知症のお話し

42　特別講演会 野ແ病院 本ᢿ長

42 院内勉強会

52　日本ᅕ経理学療法学会学術集会 参加

52 特別講演会 関ᧉ医療センター ంޛ&T�

62　日本脊髄障害医学会 参加

62 藤岡ʁ܇様ኰʼ

72 家族教室

�2　医療ᡲઃ室より

�2 アǯセス

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

医療ソーシャルワーカー 係長
 中板 留美
医療ソーシャルワーカー 副主任
重村 愛美
医療連携室事務
有光 麻衣
退院支援看護師
曽根 弘子

退院支援看護師
佐藤 睦子

副院長 兼 医療連携室室長
林 きよみ

← 上段向かって右から

← 下段向かって右から

看護師
松岡 久子

看護師長
西口 紀子

赤間神宮の絵馬



ᵑ2                            季刊誌 オレンジ vol.26季刊誌 オレンジ vol.26 下関リハビリテーション病院 下関リハビリテーション病院

◆次回は「ॸ性心不全のお話し」です

2020

新年のご挨拶

　明けましておめでとうございます。

旧年中は大変お世話になりました。

心より感謝申し上げます。

　昨年 4 月 1 日、 当院は開院

45 周年を迎えました。 地域のみ

なさまと共に盛大にお祝いし、 仲

間と共に今後の発展を祈念でき

たことを心より感謝申し上げます。

カマチグループの発祥の地がここ

下関リハビリテーション病院である

ことを再認識し、 みんなで当院を

守り、 さらに発展させるという意

志を共有できたことは、 本当に意

義深いことでした。

　また、 昨年、 仲間みんなで一

致協力し、 「病院機能評価」 の

審査に合格することができました。

その結果、 組織としての基本的

な枠組みが構築され、 組織全

体が足並みをそろえて前進する体

制が整いました。

　本年は、 当院の基本的な目

標である「地域密着型病院」に、

「地域に寄り添い、 地域と共に」

という我々の心持ちを付け加え、

職員一同努力する所存でいます。

　本年も、 昨年同様、 宜しくご

指導、 ご鞭撻のほど、 心よりお

願い申し上げます。

院長

林　研二
院長

林　研二

その　　『認知症ध者を理解する』その　　『認知症ध者を理解する』認知症のお話し

に

　認知症は、「なった本人は何もわ

からないからいいが、その家族が

大変だ」と、以前私は思っていま

した。しかし本当にそうでしょう

か。認知症になってしまった人は

苦しくないのでしょうか、悲しく

ないのでしょうか。認知症は感情

も奪ってしまうのでしょうか。答

えは「ノー」です。最近になって、

若年性認知症の人たちが、自分の

記憶や認知機能がおかしくなって

いく状態や気持ちを、自分の言葉

で語るようになり、「本人は何もわ

からない」とされていた認知症の

常識が、根底からくつがえされた

のです。一度、渡辺謙主演の映画「明

日の記憶」を見てみてください。

非常に参考になります。

認知症の代表的な症ཞである「物忘れ」と「見当識障害」について

　認知症による物忘れがあるᆉ度進

んだ人は、自分が行った行ໝ自体を

覚えていません。̊えば、ஔごはん

の内容が思い出せないのでは

なく、ஔごはんを食べた行ໝ

自体を忘れているため、Ȓン

Ȉを出しても思い出せませ

ん。そして自分が物忘れした

ことも覚えていません。しかし、ԗ

りの人達は覚えているので、ますま

す心配になり、Ǆらまた忘れた、そ

の話はさっきも言ったでしょ、˴度

言ったらわかるの、いつも忘れるん

だから、などとそのたƼにӈしくਦ

ઇしてしまいます。極ᇢな̊ですが、

もしあなたが、「ମ日ɢࡽきしたで

しょ」などと、身に覚えのないこと

でᝧめられたらどうでしょうか。認

知症による物忘れが進んだ人は、こ

れとӷじで「身に覚えのない事でᝧ

められている」と感じているのです。

そのᓳᏐƿりをेし

てみてください。

　見当識とは、時間、

場所、人を認識するᏡ

力のことで、ቇҥに言

えば、「今はいつᲹ」、「ここはどこᲹ」、

「あなたはᛡᲹ」を理解するᏡ力のこ

とです。私たちは、今日は˴時にど

こでᛡと会ったといったことを意

識にᚡচしながら生きているのです。

認知症になると、このᏡ力が失われ

るため、今がいつで、ここがどこで、

Ⴘの前にいる人がᛡかわからなくな

るのです。入院などで࣯にԗの

が変わった時にஇもよくみられるؾ

ήです。ではこの時、認知症の人

の心の中はどうなっているのでしょ

うか。もしもあなたが˴らかの事ऴ

で、気を失っているうちに知らない

場所に運ばれてしまったらどうで

しょうか。Ⴘ覚めた時、今が˴月˴

日で、ٸなのかଷなのか、日本なの

かٳなのか、ԗにいる人が味方

な の か ૣ な の か、

全くわからないと

したらᲹものすご

く 不 安 に な っ て、

ᡜƛ出そうとした

り、大声をあƛたり、ᩗえたりする

のではないでしょうか。見当識障害

にᨋった認知症の人たちは、まさに

そのような不安の真っӢ中にいるの

です。一ဪᒊしいのは認知症になっ

た人自身なのです。

　認知症になってもշƼ、ब

しみ、ࣦりなどの感ऴはஇ後

までസります。これらのນし

い感ऴとともに、˴気ない一

言で心はࢹ々にͻついていくのです。

「さっき言った」というのは質問にሉ

える気はないという事であり、Ⴛ手

をዌしている言葉です。自分はጮ

りᡉし言ったことを忘れているため、

なぜそんなことを言われるのかわか

りません。しかし、自分がዌされ

たことはわかります。「ちょっとࢳっ

て」や「後にして」などの言葉もそ

うです。まƣはʼᜱするͨが、これ

らの言葉がዌの意味を持ち、Ⴛ手

をͻつけているӧᏡ性があることを

知っておくべきでしょう。

Ƃ参ᎋ૨ྂƃ˱藤一　認知症の人の心の中はどうなっているのか（ή૨社新書）

 ˱藤一　認知症　「不ӧ解な行動」には理由がある（5$ 新書）

　認知症になってもշƼ、ब

しみ、ࣦりなどの感ऴはஇ後

までസります。これらのນし

い感ऴとともに、˴気ない一



特別講演会「ᡜƛない・めない・とことん話す～ᬔᰦദႺな組ጢ改᪃～」を開催しました

副院長 ψ 事Ѧ長　ჽ田 ঙӮ

改᪃」です。本ᢿ長は医療業မだ

けではなく行、țテル、২術開発

会社などの経ഭがあり､医療人のႸ

ዴだけでなくᢌったႸዴで見れる方

です。私と本ᢿ長は学会等で˴度

もお会いしており、講演会を̔᫂し

たとこǖࣛくࡽきӖけていただけま

した。

　本ᢿ長く『自分のことはさて

おき、人の幸せだけをᎋえて生きて

きたら、自分が幸せになってしまっ

た』とのことで、җ善会の 6 つのコ

ンセȗȈをはじめ、

多ޟにわたってお話

しいただきました。

　今後組ጢ作りをし

ていく上で「とにか

　今回の講演会はτࡉ県にある医療

法人社団 җ善会 野ແ病院の法人

本ᢿ長におᫍいᐲしました。野ແ病

院は科਼研のڡなどのȉラマのロケ

。で̅われることもあるそうですע

　講演のテーマは「ᡜƛない・め

ない・とことん話すᬔᰦദႺな組ጢ

くᎰՃと、とことん話すことが大

事」、「ᎰՃ一人一人が主役」という

ᙻ点を大切にしていこうと改めてൿ

意ᐲしました。

　今後、き方改᪃で組ጢ改᪃が出

来るよう病院全体で業Ѧ改善をႸਦ

します。

『第 17 回 日本ᅕ経理学療法学会学術集会』に参加して

医療法人社団 十善会 野瀬病院
法人本部長  林 政徳 先生

ドロして美味しくありません。また、
嚥下障害のある患者様は筋力や耐久
性の低下により、姿勢が崩れた状態
で食事をされている方がいらっしゃ
います。姿勢が崩れた状態では、非
常に飲み込み難く誤嚥の危険性が高
まります。
　勉強会では職員に、姿勢が崩れた
状態でミキサー食やトロミ付水分を

　令和元年 10 月 13 日、24 日の 2
日間で嚥下に関しての勉強会を実施
しました。嚥下障害のある患者様で
ミキサー食を食べている方、誤嚥防
止の為に水分にトロミを付けている
方は多くいらっしゃいます。ミキ
サー食は形が無いので何を食べてい
るか分からず、満足感は低く食欲は
涌きません。トロミ付の水分もドロ

試食してもらいました。実際に経験
することで、改めて嚥下障害のある
患者様のお気持ちを察する機会とな
りました。また、姿勢が崩れた状態
では飲み込み難いことも実感できた
と思います。今回の経験を職員一同、
日々の仕事に活かしていければと思
います。

特別講演会「大ᐅᭌ近ˮᢿᭌ৵について」に参加して

の᫁度で発生しているとのことで、

発生᫁度の高さにᭃきました。主な

要׆としては᠃͂が多いですが、そ

のᏑとして加齢にˤうᭌቫ᭨症の

要׆が少なくないとのことです。

　私たち回復期・生活期リハビリ

テーション病院としては、ᭌ৵ᢿの

ၷ合や治療ᢅᆉに合わせたೞᏡ・Ꮱ

力の向上をり、Ӗͻ前の #&.・

31. の再ྒ得をすることをႸと

して治療をさせていただいていま

す。ただ、ᭌ৵の要׆としてᭌቫ᭨

症にදႸしてᎋえると、リハビリ

テーションに関わる私たちの役割の

中には、᠃͂予防に加えてᭌቫ᭨症

に対しての予防的治療も൭められる

と思います。

　今回、高齢者に᫁発する大ᐅᭌ近

ˮᢿᭌ৵について関ᧉ医療センター

医師のంޛᱴٽᢹ先生と医療ǽー

シȣルȯーカーの大፶ʍ先生の講

演会に参加させていただきました。

　現在がのឬ高齢社会において

大ᐅᭌ近ˮᢿᭌ৵は 2�2 ᅺに 1 人

　ʼᜱ予防やע؏リハビリテーショ

ンがදႸされる中で、私たちのध者

様に対する関わり方を見Ⴚすきっか

けとなり、大変Ϊ実したᝮ重な時間

となりました。

関門医療センター
整形外科医  栗山 龍太郎 先生

関門医療センター
医療ソーシャルワーカー  大羽 智也 先生

リハビリテーション科

理学療法士　൶ ϱՁ

リハビリテーション科

理学療法室 副主任　ᡁ野 ήؕ

フǩーマンスが良かったというኽ

果でした。

　ポスターࡸでの発表を行いま

したが、口ᡓ発表よりも資料の準

備がなかなか大変でした。しかし、

ポスター発表後もその場にസり、

様々な病院の理学療法士と有意義

な意見交換が行えま

した。

　学会としては「ᅕ経

リハビリテーションの

　今回、ȑシフィコ್ාで開催さ

れた第 17 回日本ᅕ経理学療法学

会学術集会にて「備品ჺ下Ꮓᘺ具

とǪーȀーメイȉჺ下Ꮓᘺ具にお

けるȑフǩーマンスのൔ᠋」とい

うテーマで発表しました。

　ኽ果としては、ˎ説の通りǪー

Ȁーメイȉの方が備品よりもȑ

一ഩ先へ」というテーマで、再生

医療やロȜȃȈなどஇ新の知見の

発表がありました。当院としても

これまで、இ新の知見を取り入れ

つつエビデンスの高いリハを੩̓

してきたため、今後もӷ様に活動

していきたいと思います。

リハビリテーション科

言語聴覚室

副主任　大လ ࣓

院 内 勉 強 会『嚥下のメカニズȠと誤嚥性肺炎について』

リハビリテーション科
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　10 月 12 日に言語聴覚療法をテー

マとして家族教室を実施させていただ

きました。具体的には、食べることの

困難さが出現する「嚥下障害」、こと

ばの障害である「構音障害」「失語症」

について説明を行いました。

　参加者の方々からの質問では、約 7

割が嚥下障害に関するものであり、生

活に密接に関わる食事は関心が高いの

だと改めて感じました。「食」という

漢字は「人に良い」と書き、心身の健

康を支える上で食べることは重要だと

研究からも明らかとなっています。長

く美味しく食べるためには「虫歯の予

防」と「誤嚥性肺炎予防」が重要です。

食後の歯磨き、栄養のある食事、運動、

リハビリテーション科

言語聴覚士 野村 忠臣野村 忠臣野村 忠臣

睡眠をしっかり行うことで予防ができ

ますので、ぜひとも取り組んでいただ

きたいと思います。

　11 月 9 日に認知症をテーマとした

家族教室を実施させていただきまし

た。他人事じゃないテーマなだけあっ

て、参加者の皆様は、真剣に耳を傾け

ておられました。

　団塊の世代が後期高齢者に達する

2025 年問題を控える今、認知症の

方への対応は、身近で避けられないも

のとなっています。今回は講義の中で、

認知症予防に関するお話もさせていた

だきました。野菜や

果物を多く摂る人は、

幸福感を得られやす

く、ポジティブな心

持ちで日々を暮らす

ことが、認知症予防

に寄与するという報告もあります。今

後は、こういった予防活動も、ますま

す需要が高まってくるでしょう。多く

のニーズに対応できるように、準備を

していく必要があると感じています。

藤岡久子様をご紹介します
現在、当院の通所リハビリをご利用中の
藤岡久子様をご紹介します。

作
品
名

「
初
夏
」

柿 並  3 ヶ月で一作品の課題を出しました。
  完成した絵は、いきいき健康館に飾らせて
  頂きました。

藤岡様  タイトルは「初夏」です。８月の作品です。
  自宅で１日 2 時間程度、主に土日に描きました。
  1 ヶ月で完成させました。

担
当
の
柿
並
で
す

病気をする前は、ご自宅で生徒さんを

集め絵手紙の先生をされていました。

絵画が好きで、ご自身も絵を習われ

常に絵の勉強をされていました。

※掲載内容は藤岡様にご了承を得ています。

ご協力いただきましてありがとうございました。

当院に左半身麻痺改善のため入院し、

リハビリに励む。退院後、訪問リハビ

リを経て通所リハビリに移行。現在も

一人暮らしをされ自立した生活を送ら

れている。

常に絵の勉強をされていました。

やはり気持ちが晴れます。月曜日と木曜日の
２回利用しています。スタッフや周りの方と
お互いに声を掛け合って励みになります。

通所リハビリを利用されていかがですか？

当院に入院中、リハビリは大変でしたか？

私はつらく感じませんでした。
なぜかと言うと「動かなかった人が杖をついて
歩いて帰った（退院した）」と聞き『絶対自分も
そうなろう、必ず笑顔で帰る！』と決めて頑張り
ました。そしてそれが叶いました！

　今回、秋田県で開催された第 54 回

日本脊髄障害医学会に参加させて頂き

ました。当院からは、私と理学療法士

他 2 名の合計 3 名が発表しました。

　学 会 テ ー マ は「脊 髄 障 害 治 療 の

ニューフロンティア－融合・発展・進

化－」であり、総演題数 365 演題、

口演 160 演題、ポスター 167 演題

でありました。今回の特別講演やラン

チョンセミナーでは、脊髄再生医療実

施に向けたリハビリテーション医療な

ど多くの再生医療についての講演を聞

くことが出来ました。

　発表では、他病院の医師やコメディ

カルと積極的に意見交換することがで

き、大変有意義な時間となりました。

　また、本学術集会を通じて新たなエ

ビデンスを得る事ができ、今後の臨床

に役立てていきたいと思いました。

　来年も脊椎メンバーで発表出来るよ

うに頑張っていきたいと思います。

『第 54 回 日本脊髄障害医学会』に参加して

リハビリテーション科

理学療法室

副主任　藤井 牧人

家族教室

『言語聴覚法（言葉・飲み込みの障害について）』

『認知症（種類と対応の仕方について） 』

10/12
開催

11/9
開催

リハビリテーション科

作業療法室

副主任　仲村 康樹

参加者の
声

・認知症はぼやっとしか分からな

 かったのですが、今日のお話で

 少しわかりました。

・認知症の人の対応の仕方につい

 て理解出来た。

・夫が物忘れがひどいため心配だっ

 たが、認知症ではなかったので

 安心した。

・もう少し優しい気持ちになる事

 が大切だと理解できました。

今年度の家族教室は全て終了しました。

次回は、2020 年 4 月～ 11 月に毎月開催する予定です。

参加者の
声

・むせた時の対応等を教えて頂いたので

 良かった。説明がわかりやすかった。

・実際に聞きづらい場合など、こちらの

 対応に気づかされる点があった。

・家族が発症するまで全く知識がなかった

 ので､詳しく資料もわかりやすかった。

リハビリで絵を描き、それを飾ってもらうことで
リハビリをする皆さんの励みになればと思います。

藤岡様にインタビュー

病気や事故、加齢などで

「話す」「聞く」「食べる」

ことが不自由になること

があります。こうした、

コミュニケーションや飲

み込みに問題がある方々

の社会復帰をお手伝い

し、その方らしい生活が

できるように支援するの

が私達、言語聴覚士の仕

事です。

◆言語聴覚士の仕事◆

藤岡様は「日美絵画展」で

入賞経験があり、院内ロビーにも

入賞作品を寄贈して頂きました。

作
品
名

「
初
夏
」

  自宅で１日 2 時間程度、主に土日に描きました。

やはり気持ちが晴れます。月曜日と木曜日の
２回利用しています。スタッフや周りの方と

通所リハビリを利用されていかがですか？

それを飾ってもらうことで
リハビリをする皆さんの励みになればと思います。

病気をする前は、ご自宅で生徒さんを

集め絵手紙の先生をされていました。

※掲載内容は藤岡様にご了承を得ています。

リハビリに励む。退院後、訪問リハビ

リを経て通所リハビリに移行。現在も

一人暮らしをされ自立した生活を送ら

ました。そしてそれが叶いました！
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下関リハビリテーション病院
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C O N T E N T S

医療連携室より

Ƅ750�0064　ޛ口県下関ࠊ今ිထᲳဪᲰӭ
TEL �0�3�232�5�11
(#:�0�3�232�0219
URL:http://www.shimoreha.jp
Mai l :info@shimoreha.jp

アǯセス方法
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下関リハビリテーション病院

病院
ᬟ場

ᬟ場入口

不安を安心へ、

ǵポーȈしていきます。

事ѦでのǵポーȈを

頑張ります。

ɠݗな対応と気配りを

心がけます。
みんなでᇰ᫊あƾれる

毎日にᲛ

気᠉に声をかけて下さい。

ᇰ᫊で頑張ります。

上段向かって左から →

下段向かって左から →

医療ソーシャルワーカー 主任
上野 純子

医療ソーシャルワーカー
竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー
重住 千聖

医療ソーシャルワーカー
恩塚 智光

医療ソーシャルワーカー
坪井 美桜

医療ソーシャルワーカー
北村 恭平

医療ソーシャルワーカー 副主任
島崎 昇平

ऴ༏・ݎ容・௩᠂

ᇰ᫊で仕事を頑張ります。

皆様と関わる時間を

大切にする。
ɢ一ᆰ

˴でも

Ⴛᛩして下さい。

今年もよǖしく

おᫍいᐲします。

気持ちに寄りชった対応をします。

今年もࣂኰʼ頂いたध者さん

の所にごਮਠに˨います。ܯ

しくおᫍいᐲします

ᇰ᫊とᛗ心ᛗ意で

応対します。

表紙の写真　　 赤間神宮にお参りに行きました。ちょうど絵馬が飾られた日だったので撮影しました。絵馬の大きさに感動しました。表紙の写真　　 赤間神宮にお参りに行きました。ちょうど絵馬が飾られた日だったので撮影しました。絵馬の大きさに感動しました。
22　院長 新年あいさつ

32　認知症のお話し

42　特別講演会 野ແ病院 本ᢿ長

42 院内勉強会

52　日本ᅕ経理学療法学会学術集会 参加

52 特別講演会 関ᧉ医療センター ంޛ&T�

62　日本脊髄障害医学会 参加

62 藤岡ʁ܇様ኰʼ

72 家族教室

�2　医療ᡲઃ室より

�2 アǯセス

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

医療ソーシャルワーカー 係長
 中板 留美
医療ソーシャルワーカー 副主任
重村 愛美
医療連携室事務
有光 麻衣
退院支援看護師
曽根 弘子

退院支援看護師
佐藤 睦子

副院長 兼 医療連携室室長
林 きよみ

← 上段向かって右から

← 下段向かって右から

看護師
松岡 久子

看護師長
西口 紀子

赤間神宮の絵馬




